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Abstract: Mire vegetation at Chojabara in Geihokucho, Hiroshima Pl･eIecture, was surveyed using

the Braun-Blanquet approach  As a result of tabular comparison of relev6 data, the following
communities  were  recognized;  D7oseln  ""7z(li/b"a-C"惣節0柳i""  community,  S"aノ)α”“α

community,  S"""""""s ""07"" community  and  P""s  delzsi/Jom-Rﾉ"""z"s c"7"" community"
From this classification, a vegetation map was prepared using l988 aerial photography as a base.

Comparing this with a previous vegetation map, it was found that the planimetric area of the
Chojabal･a mire had been l･educed by almost a half. This reduction had taken place mainly in the

vegetation aroundtheclrcumference，whilethecentrally distributed D7りSe7nγp""d伽"α一C"惣卯
01""" comnlunity was comparatively stable At present, the Chojabal･a mil-e can be considered as

the  best developed  example  with  l･espect to  biodiversity  and  peat accunlulation  However  the
surface area has tended  to decrease and therefore the mire requires appropriate conservation
managemen t.

◎1 999 Geihoku-cho Board of Education. AII rights reserved.

は じ め に

湿原植生の発達には還元状態にあること，気温が低いこと，酸などの有害物質があること，な
どの条件が不可欠だと言われている（西田1973)．特に気候条件の制約から，日本では，大規模
な湿原の分布は東日本や高lllに限られており（坂口1974) ,西日本においては山間の湧水部や放
棄湿田跡に泥炭の蓄積を伴わない小規模な湿原が成立する(Hada, 1984) .

芸北町は気候的には温帯域に含まれ，降水量も多いため低緯度でありながら泥炭の蓄積を伴う
まとまった湿原が見られる．しかし，これらの湿原も，面積的には減少しつつある(N akagoshi
& Abe. 1995) .特に，尾崎沼湿原は潅概用ため池の造成により，水口谷湿原および千町原湿原は
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牧場造成によりいずれも大規模な変容を生じている（堀川ほか1959；白川・中越1998)．この
ような状況において，長者原湿原は土地の改変を免れてきた貴重な湿原である．長者原湿原に関
する記録は堀川ほか（1959)，鈴木・吉野（1986)，中越・安部（1996）などに見られる．しかし，
堀川ほか（1959）ではそれぞれ「かなり見事な湿原植生が見られる」との記載のみで，詳細な調
査はなされていない．鈴木・吉野（1986）は長者原湿原を「発達段階からすると，最高位」とし，
保護を提言しながらも植生に関する記載はない．また，中越・安部(1996)では湿原の面積が記
載されているが，長者原湿原の植物群落の調査資料を他の湿原植生と一緒に解析しているため個
別の報告になっていない．すなわち，長者原湿原は発達した貴重な植生であることが分かってい
ながら，40年間もの間詳細な調査がなされていないことになる

本研究では長者原湿原の植物群落に関して報告し，保全の必要性と方法に関して考察すること
とした．

図1に調査地付近の図を示す．芸北町の臥竜山から掛頭山にかけての山系は南西から北東に
走っている．この山系と八幡盆地の間には，標高800 mから900 mの小丘がこれと平行に連なって
おり，山脈の裾，標高約760 mから800 mの区域に，長さ約400 mにわたる凹地を形成している．

図1 芸北町八幡地区における長者原湿原の位置

調査地概況
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山脈からの流水と山裾からの湧水により，この凹地にはいくつかの湿原が発達している．これら
の湿原は，それぞれ，水口谷湿原，千町原湿原，長者原湿原と呼ばれている．

長者原湿原は北東から南西へと下る谷に成立しており，長さは約200 m , ll'扇は，最も広いとこ
ろで50mほどである．燃料・肥料革命以前の長者原地域は芝刈り山として利用されており，聞き
取り調査によると，湿原の周辺部の小丘は当時禿げ山だったというその後，家庭での主燃料が
薪などの植物体燃料から化石燃料に移行し，伐採が停止したため湿原周辺にはアカマツが優占す
る森林が成立した．これらのアカマツは樹齢が40～50年で，推定されるアカマツの定着年代は，
燃料伐採地としての利用が停止した年代と一致している‘中越・安部（1996）によると，長者原
湿原は1976年から12年間の間に面積は半分に減少している．

湿原の植生構造を調べるために，1996年8月から同年10月にかけてと1 997年9月に，長者原湿

原でBraunBlanquet (1964)による植物社会学的方法に基づいて植生調査を行った．コードラー
トは植物相及び相観の均一な場所を任意で抽出し,2m×2mを基本として植生高に応じて適当

な面積を設定した（1㎡～25㎡)．98個のコードラートで植物種,被度，群度，各植物種の最大
高を記録した．

得られた資料は表操作を行い，常在度表を作成して群落を検出した(Mueller.Dombois &
Ellenberg, 1974) .さらに，常在度表に対応した植生図を1 988年に撮影された空中写真をもとに
作成した．

これらの結果を芸北町八幡地区に存在する他の湿原植生（中越・安部1 996)と比較すること
より，芸北町八幡地区の湿原における長者原湿原の位置づけを行った
なお，本研究に於ける植物名（和名）は種子植物では大井・北川(1983)を，シダ植物では

田川(1959)を，コケ植物では岩月・水谷(1972)をそれぞれ使用した．

抽出された植物群落
表操作により表1を得た．検出された植物群落とその特徴を以下に述べる

Aモウセンゴケ群落

区分種；モウセンゴケ，ヤチカワズスゲ，シロイヌノヒゲ
本群は，湿原内の表流水がある部分やその周辺の，地下水位がきわめて高い場所に成立する群
である．木本種はイヌツゲ，レンゲツツジ，ハンノキの3種のみであった．
A - 1 .イトイヌノハナヒゲ群

常に地表面以上の水位がある部分に見られる植生で，イトイヌノハナヒゲ，アオコウガイゼキ
ショウ，ホタルイ，コツブヌマハリイ，サギソウによって区分される．植生高が低く，明るい場
所を好む湿地生の種によって構成される平均植生高が24cm ,最大植生高が67.9cmと，全ての植

方 法

結 果
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群落記号

調杳区數
平均出現種数
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平均植生高(cm)
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ヤ マ ウ ル シ
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ツルア リ ド オ シ
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ア カ マ ツ
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イ

’ 1 1 1
14

14．1
67．9
24．7

Mo " ' j "恥 j叩o " i a z
〃 “ c ﾉ ･ “ “ α

R加血｡“〃o"j､"o"iα"〃

町ﾉﾉ“"I""pα血崎"℃
C肱W"I,Wgbpld〃

“ 6 g " a s “ s "脆 "Q
W0〃wノゼα"〃α
ﾉ，α"I“ ‘y師_/b"“αvar.〃"""""1m｡〃

､j℃施緬ﾉ”"1㎡加"α
Q1“To"1m"α
E〃 o “ " I D 〃 J j A o A i 〔 " 剛 " I

Rノリ'"c/10sM)om jh""
J " " c " s〃 “ " ﾉ “ “
Sc"7)IIs AoI("･"i
EI“c伽ﾉ･iS p(JrW"【Ⅸ
〃αﾙ(，"〔"f〔〃画dima

C加 ･ “ d i c〃 " .『〃

S“(〃）α〃"〔"α
〃ど〃jsh"“v〃jJj ‘F

M厳輌加A"SF伽“Sな

いc叩0<"""ICﾉ","""I var. "Wo"ic("〃
R〃"J〃.iCﾉIOC“pa

S"J"AjO"だ晦打ゆひ"i“
D " 0 " " " s " I 伽 c ” " 〃

Pi"IfJ昨"3り肋緬（.､）
RAα""w訂cﾉ･“〔Jra

A“"Iﾉ'”α"" sciddOp/'y"o""

敬！"8"なりｸ･加舵""伽"α
L)'cd"" " '"c灯α"“
Sで"7）"iwwic畑J面F
A〃"l〔""ど"α/l師α

即")“"“ﾉ畑"I)e増〃
A"""〃〃I"”e咽〃
S“･ﾉW"Iqcom"qIavar・加$Iｲﾉ“･な

ぁ”"“ﾉ血wIﾉgm･jF var. zAIw"f"
〃 " c ﾙ c " α i " 1 . 1 ｨ m r α

〃切り〃“"ｨ訂/b'･"ｨ"ei
Pi""J de"Ji/7om

〃“!αα肋"-"Jα聡mma
P"I"s (Ie"si/7pm  (s)
A”めど〃liCm/)ﾉIy"α
釦A' i <w"o " i “
/M""J〃"o" i“
S(Igi"<"･加〃加/m
E/"c/1("･is ""g"M
Caﾉ･〔'.『Ⅳﾉ""'i〔た“ⅣiJ

J""c“E〃i""J var. "ecipe"s

I V10
V33
V13

l l l 36
I V16
I I I2o

V53
1V26
114

V25
1V8
IV34
I1 13
11
11110
12
Ⅱ4
Ⅱ1
Ⅱ 4

V56
IV 12
11I35
1V23
i I 7

l V 5
I，〉

13
13．1
112．8
29．1

I l I15
V32
V28
I I 4
I I 4

V3B

l I I t 2
I I 8
11，3
114
13
14
114
113
12
12
1，

表1 芸北町長者原湿原の植生総合常在度表

A;モウセンゴケ群落(A-1 .イトイヌノハナヒゲ群、A-2 .オニスゲ群）、B;ヌマガヤ群落
C ; シシガシラ群落 , D ; アカマツ群落
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ミツバアケビ
（合計136種）
群落別の種別優占度には沼田・依田（1957）の積算優占度(C'+H,) /2%を用いて、常在度の右下に平均値を記載した

分中でともに最も低かった．ハンノキを除く木本種も，出現種数，頻度，優占度全てにおいて低
かった．

A - 2 . オ ニ スケ群

表流水はほとんどないが，土壌は過湿な場所に成立する植生．オニスゲによって区分される．
アブラガヤの優占度が高く，植生高がやや高くなっている．

B .ヌマガヤ群落

区分種;チマキザサ，ノギラン，ススキ，ヒカゲノカズラ，ヤマウルシ
本群落は，湿原群落の内，最も乾燥した立地に成立する群である特にイヌツゲ，チマキザサ，

ススキなど，湿性遷移の湿生群落から陸生群落に至る過程における先駆的な種の優占度が高かっ
た 種数は17.5種とヌマガヤーマアザミ群落の3群中で最も多いが，これは，この群落の区分種
をはじめ，アカマツ，コバギボウシ，ナツハゼ，アキノキリンソウなどの陸生の種が加わったた
めである平均植生高は34cm ,最大植生高は124cmと，他の2群と比較して最も高かったまた，
木本種では，イヌツケ，レンケツツジ，アカマツの3種を除けば優占度は低いものの出現種数は

21種と，非常に多かった．
モウセンゴケ群落，ヌマガヤ群落は，標徴種および区分種の構成からヌマガヤーマアザミ群集
（堀川1959）に相当する．

C・シシガシラ群落
標徴種及び区分種；シシガシラ
本群落は歩いても足が沈まないほど乾いた立地に成立し，イヌツゲ，ナツハゼなどの低木が目
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立った．イヌツゲ，チマキザサ，ヒカゲノカズラの優占度が高かった．これに対.してヌマガヤの
優占度は，ヌマガヤ群落に比べて低くなっていた．亜高木以上のアカマツ，イソノキ，コシアブ
ラを欠くことでアカマツ群落と区別される．イヌツゲの優占度が最も高い群であり，これらのイ
ヌツゲはしばしば下層にヒカゲノカズラを伴う．出現種数は14とやや低かった‘最大植生高は木
本種の出現のため, 146cmと高くなっている．

D .アカマツ群落
標徴種及び区分種；シシガシラ，アカマッ，イソノキ，コシアブラ
アカマツ，イソノキ，コシアブラなどが高木となり，木本種の出現種数は41種と，最も多かっ
た．湿原の主要な構成種であるヌマガヤは，優占度は低いが，頻度は高かった 出現種数は18種
と最も高かったが，積算優占度は382と低かった．

長者原湿原の植生概観
図2に1971年と1 988年に撮影された空中写真を用いて作成した長者原湿原の植生図を示す．長

者原湿原では，幅0.5mから2mの表面流が多数集まり，湿原中央部に深さ約50cmの小水路を形
成している．表面流がある部分およびその周辺や，湿原南西側の多湿で表面流のない所ではヌマ

ガヤーマアザミ群集のモウセンゴケ群落が発達し，小水路ではフトヒルムシロ1種のみが優占し
ている．これらの群落の周辺には，ヌマガヤが優占し，ササ，イヌツケが混交する景観が見られ
る．この景観は，ヌマガヤ群落およびシシガシラ群落によって構成される．ヌマガヤ群落からシ
シガシラ群落へは漸次的に変化し，この変化は水理環境と密接に関連していると考えられる．こ

図2  1971年から1 988年にかけての長者原湿原の面積変化

1971 1988
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れらの群落の周辺部には，アカマツが優占する森林群落が成立する

長者原湿原の変化
現地での聞き取り調査から，長者原湿原は過去40年にわたって人為が加えられていないことが
分かっている．また，空中写真からも，一部土砂の流入を除いては，過去に大きな撹乱は見られ
ない．従って，植生の変化は安定した環境下での遷移に則していると考えられる．今回作成した
植生図（図2）の比較により，各植生群落の遷移の進行速度を比較した．
湿原中央部に成立するモウセンゴケ群落は変化がほとんどないことがわかる．これは，本群落

が非常に特殊な立地に成立する群落であり，その環境の変化はゆっくりとした速度で進行するた

め，新たな種の侵入が困難であることを示している．
モウセンゴケ群落の周辺に成立するヌマガヤ群落は，その多くがシシガシラ群落に置き換わっ
ている．さらに，シシガシラ群落はアカマツ群落へと置き換わっている．すなわち，シシガシラ

群落から，アカマツ群落への変化は比較的早い速度で進行すると考えられる．これは，ヌマガヤ
群落では，モウセンゴケ群落に比べて植物による生産率が高いうえに，好気的な土壌条件のため

有機物の分解速度が早く，陸生の種が侵入しやすい環境にあるためと考えられる．
以上のことをまとめると湿原周辺の比較的乾燥した所は遷移の進行が早く，湿潤な環境では遷

移の進行が遅いという結果になる．このような異なる速度で遷移が進行すれば，やがての林冠の
閉じた森林に囲まれた湿地を生じるはずである.このような湿地は空中写真では判別しにくいが，
中国地方ではしばしば見られ，長者原にも存在する．また，森林を伐採したことにより明るい場

所を好むイトイヌノハナヒゲ等からなる湿原が出現した例もあり（亀山1997) ,湿原中央部の土
壌水分環境は極めて安定していると言える．

長者原湿原の種の多様性

芸北町の湿原植生に関する報告として，比較的新しいものは中越・安部(1996) ,白川・中越
(1998)がある．前者は，八l幡地区の湿原のうち，本坪谷湿原，木束原湿原，長者原湿原，尾崎
谷湿原の4つの湿原において植生調査を行い，これらの結果をまとめて，八幡地区の湿原の植生
として議論している．一方，後者は千町原湿原の植生について述べている．これらとの定性的な
比較により，長者原湿原の特徴を述べる．

中越・安部（1996）は調査の行われた4つの湿原において，以下の3つの基準に該当する希少
種を28種確認している．

1．「我が国における保護上重要な植物種の現状（通称レッドデータブック)」（わが国における
保護上重要な植物種及び群落に関する検討委員会1989）の記載種

2．「国立・国定公園特別地域内指定植物図鑑一中国・北四国編一」（環境庁編1 984)の記載種．
3尾崎谷湿原が県自然環境保全地域に指定される際（1973）に重要な種として保護指定された
種．
今回の調査では，これらに該当する種は24種確認できた．

考 察
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次に，種数を比較する．ただし，白川・中越(1998)および，今回の調査データには，周辺群
落も含まれるのでそれらの群落のみに出現する種は除いた.中越・安部(1996)では102種,白川・
中越（1998）では75種が記載されているこれに対して長者原湿原では108種が確認された．長
者原湿原は面積的には八幡地区の湿原では比較的小さく（中越・安部1996)，種数は非常に多い
ことが分かる．これは，面積が広いにもかかわらず種数が少ない千町原湿原とは対照的である．

中越・安部(1996)によって報告された芸北町の湿原植生群落との比較を行う．中越・安部(1996）
に記載があり，長者原湿原では確認できなかった群集の下位単位は，アキノタムラソウ，ビッチュ

ウフウロ，ミゾソバによって区分されるマアザミ変群集およびヨシによって区分されるオオミズ

ゴケ変群集のヨシを持つ異体の2下位単位である．ミゾソバ，およびヨシは富栄養な湿原におい
て優占度の高い群落を形成する（橘ほか1974；津田ほか1992)．千町原湿原は，過去に大規模
な土地の撹乱を受けており，現在残っている湿地は多くが低湿地の様相を呈しており，中間湿原
の要素はごく一部に見られるだけである．特に千町原湿原において高い優占度で分布するヨシは

種数の減少に寄与していると考えられる．長者原湿原は集水域に栄養塩が流れ込むような状況は

なく，湿原は貧栄養な地下水でのみ酒養されているため，ヨシの定着やミゾソバの高い優占など
が起きなかったものと考えられる．

長者原湿原の保護

今回の調査から，長者原湿原の植生は芸北町の湿原の中でも貴重なものであるということがわ
かった．この植生は，長者原湿原が人間による地形改変から免れた事で発達してきたものである．
しかしながら，周辺森林の燃料伐採が停止してからは周辺部からアカマツやイヌツゲなどの陸生
木本種の侵入が顕著に見られる．集水域での森林の形成は流域の水収支に大きく影響する．とく
に，森林の形成による蒸発散量の増加は，源流域に発達する湿原では面積の減少に拍車をかける
ことになる．湿原植生の保全のためにはこれらの木本種の積極的な除去が必要であろう．

本研究を行うにあたり，広島大学総合科学部の根平邦人教授には適切な助言を頂いた．また，

芸北町の職員の方々には，調査の許可や気象資料の閲覧など様々な形でご支援頂いた．この場を
借りてお礼を申し上げる．

1広島県芸北町長者原湿原は，八幡地区で最も発達した湿原であるとされながら，調査がなさ
れていなかった．1 996年8月から同年10月にかけてと1 997年9月に，これらの地域において植

生調査を行った．
2．得られた98の植生調査資料により，以下の4群落が検出された．
A .モウセンゴケ群落 ( A - 1 . イトイヌノハナヒゲ群 , A - 2 . オニスゲ群）
B・ササ群落
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C シシガシラ群落
Dアカマッーイソノキ群落

3．作成された植生図を，1976年の植生図と比較することにより，長者原湿原の植物群落の変化
を検討した．長者原湿原においては最も湿潤な場所に成立するモウセンゴケ群落は安定してお
り，周辺の群落は遷移が進行していることが分かった．
4．検出された群落を，芸北町八幡地区に現存する6つの湿原（木束原湿原，長者原湿原，尾崎
谷湿原，本坪谷湿原，奥尾崎湿原，千町原湿原）において1991年7月から同年10月，および
1 997年7月から8月にかけて行った植生調査の結果と比較した．長者原湿原は小規模ながら多
様な種が生育していた．
5．長者原湿原は人為の影響をあまり受けずに発達した貴重な植生であlﾂ，保全の必要があると
考えられた．また，これにあたっては，周辺および集水域に生育するアカマツなどの木本種の
積極的な除去が必要であると考えられた．
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図 版 1

A : 長者原湿原
B : 長者原湿原

1 998年6月8日撮影

1 998年4月30日撮影
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図版 1
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図 版 2

A : 長者原湿原
B : 長 者 原 湿 原

1 998年5月18R撮影

1 998年6月8R撮影
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